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決定事項の通知・適用について 

 

 時下ますますご清栄のことと、お慶び申し上げます。平素は当協会の事業にご高配を賜

り、厚くお礼申し上げます。 さて、2017 年の熱中症対策等につきまして、下記の通り当

協会 4 種委員会として、通知いたします。 

JFA より示されております「ガイドライン」・「Q&A」等にて詳細をご確認いただき、適用

いただきますよう、お願いいたします。 

記 

１．決定事項 

(1)熱中症ガイドラインに伴う・2017 年の夏の対応について 

   

  ※熱中症対策を適用するにあたり、以下の点を考慮し、各地区委員長さんと調整のう

え、大会等での対応内容を決定されて備えてください。 

・対応期間 2017 年 6 月から 9 月までの各種大会・練習試合、練習等について 

・会場に WBGT 計器を配置する。複数台が望ましい。  

  ・会場にベンチを含む十分なスペースにテントを設置する。  

※参加選手全員が休憩中に日陰になるように配慮する。 

・試合時間の短縮、試合方法、休憩時間延長、試合数減などの対策を講じる。 

・屋根の無い人工芝ピッチは原則として使用しない。 

  ※エアコンの有るローカールーム等が併設しているかの確認をする。 

・試合中はクーリングブレイク、または飲水タイムを必ず設ける。 

・試合会場ではベンチ内にてスポーツ飲料を飲める環境を整える。 

    ※天然芝でも同様にスポーツ飲料を飲める環境【シートを敷く】対応を検討する。 

・観戦のために、飲料を購入できる環境を整える。(購入場所を知らせる) 

・熱中症対応可能な緊急病院を事前に調べておく。(場所を知らせる) 

・緊急対応用に、氷、スポーツ飲料、経口補水液を十分に準備する。 

★会場において WBGT 計測定値において基準値を越えた場合は危険とみなし、場合

により試合の中止、試合時間の短縮、試合方法の変更を大会本部にて行う場合も

ありますので選手の生命の安全を第一に考え、ご理解とご配慮をお願いいたしま

す。 

★各地区大会、チームの招待大会においても、必ず、前年度大会要項に加えて、今



年度の熱中症に関する対策、注意変更事項を追記載されて緊急時に備えてくださ

い。  




















